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 広
ひろ

い野原
のはら

は、雪
ゆき

におおわれていました。無情
むじょう

な風
かぜ

が、わが世顔
よがお

に、朝
あさ

から夜
よる

まで、野原
のはら

の上
うえ

を吹
ふ

きつづけています。その寒
さむ

い風
かぜ

に

さまたげられて、木
き

の枝
えだ

は、すこしもじっとしておちついているこ

とができません。しきりに振
ふ

り起
お

こされては、氷
こおり

のような空気
くうき

の中
なか

に無理
むり

やりに躍
おど

らなければなりませんでした。 

「もし、もし、北風
きたかぜ

さん、そう私
わたし

をいじめるものではありません。

私
わたし

は、いま、春
はる

になる前
まえ

の用意
ようい

をしているのです。あなたが、この

野原
のはら

をひとりよがりに駈
か

けまわっていなさるのも、わずかな間
あいだ

で

す。北
きた

の遠
とお

い地平線
ちへいせん

のあちらへ、あなたは、やがて帰
かえ

っていく身
み

で

はありませんか。そう、私
わたし

をいじめるものではありませんよ。」

と、木
き

の枝
えだ

は、風
かぜ

に向
む

かって叫
さけ

んだのです。 

 北風
きたかぜ

は、これを聞
き

くと、からからと笑
わら

いました。 

「春
はる

になれば、私
わたし

は、それは北
きた

の遠
とお

くへ帰
かえ

ってしまうのさ。そし

て、こんどは、南
みなみ

からやさしい風
かぜ

が吹
ふ

いてきて、おまえさんたちの

頭
あたま

を軽
かる

く、しんせつになでてくれるよ。けれど、あちらの池
いけ

にきて

いる 



雁
がん

が頼
たの

んで、いうのには、どうかもうすこし、元気
げんき

よく吹
ふ

いていて

くれ、あんなほおじろとか、うぐいすとかいうような、人間
にんげん

のおも

ちゃにされるような、女々
めめ

しい、虚栄心
きょえいしん

の強
つよ

い小鳥
ことり

どもが、いばり

出
だ

すのは、しゃくだというのだ……。」と、北風
きたかぜ

は、木
き

の枝
えだ

に答
こた

えた

のでした。 

 木
き

の枝
えだ

は、北風
きたかぜ

が力
りき

んだので、二
ふた

、三
み

べんも、細
ほそ

い身
み

を揺
ゆ

すらな

ければならなかった。 

 広
ひろ

い野原
のはら

の上
うえ

には、雲切
くもぎ

れがして、青
あお

い鏡
かがみ

のような空
そら

が見
み

えてい

ました。木
き

の枝
えだ

は、それを見
み

ると、無上
むじょう

になつかしかったのです。

春
はる

になれば、毎日
まいにち

のように、ああした空
そら

が見
み

られると思
おも

ったからで

す。そして、かわいらしい小鳥
ことり

どもが、自分
じぶん

を慕
した

ってやってくる。

中
なか

にも愛嬌
あいきょう

もののうぐいすは、どこからか、すばしこそうな、あめ

色
いろ

の翼
つばさ

を、朝
あさ

の日
ひ

に輝
かがや

かせて、早
はや

くから飛
と

んできて、 

「おかげさまで、春
はる

がきました。あなたのいい香
にお

いは、野原
のはら

の上
うえ

を

いっぱいに漂
ただよ

っています。ごらんなさい。空
そら

の太陽
たいよう

までが、うっと

りとしてあなたに見
み

とれているではありませんか。なんという、あ

なたはいい香
にお

いのする花
はな

でしょう。もしあなたが、この野原
のはら

に咲
さ

か

なかったら、この広
ひろ

い野原
のはら

は、どんなにさびしいでしょうか。私
わたし

ば

かりでありません。ほかの小鳥
ことり

たちも、この野原
のはら

には、影
かげ

をひそめ

て、いつまでもここは、冬
ふゆ

のままの景色
けしき

でいるにちがいないのです



……。」 

 木
き

の枝
えだ

は、こういったうぐいすの言葉
ことば

を思
おも

い出
だ

して、 

「なに、私
わたし

は、寒
さむ

くたって、かまわないけれど、小
ちい

さな鳥
とり

たちが冬
ふゆ

に飽
あ

きています。私
わたし

が、花
はな

を咲
さ

かせないうちは、こまどりも、うぐ

いすも、おしのように、どこかのやぶの中
なか

にすくんでいなければな

りません。それを思
おも

うと、早
はや

く、花
はな

を咲
さ

きたいばかりに、ついあな

たにも訴
うった

えたわけでした。」と、木
き

の枝
えだ

は、風
かぜ

に向
む

かっていいまし

た。 

 すると、北風
きたかぜ

は、さげすむように、ふたたびからからと笑
わら

いまし

た。 

「ほんとうに、うぐいすがそんなことをいった？」 

 木
き

の枝
えだ

は、なつかしそうに、 

「愛嬌
あいきょう

もののうぐいすは、ほかの鳥
とり

とちがって、美
うつく

しいばかりで

なく、心
こころ

もやさしく、私
わたし

には、しんせつなのです。」と、答
こた

えまし

た。 

 北風
きたかぜ

は、かつて、雪
ゆき

を家来
けらい

にして、野原
のはら

を駈
か

けていた時分
じぶん

、一
いち

本
ぽん

の棒
ぼう

の上
うえ

に、うぐいすがとまっていて、北風
きたかぜ

を見
み

て、さも感歎
かんたん

しな

がら、 

「北風
きたかぜ

さん、なんというお勇
いさ

ましいんでしょう。数限
かずかぎ

りない雪
ゆき

の

家来
けらい

がおありなさるほかに、あの大
おお

きな雁
がん

や、野
の

がもまでが、みん

なあなたの家来
けらい

なのです。やがて、あなたが、北
きた

の故郷
こきょう

へ引
ひ

き上
あ

げ

なさるときには、この雪
ゆき

も、野
の

がもも、雁
がん

もあなたのお伴
とも

をして、



いっしょにいってしまうのでしょう。ただ、不幸
ふこう

なことに、あなた

には、私
わたし

のような、かわいらしい唄
うた

うたいがお伴
とも

にいないことで

す。私
わたし

は、あなたが去
さ

られると、この野原
のはら

の女王
じょおう

になります。そし

て、私
わたし

が、一声
ひとこえ

かけさえすれば、あのおじいさんのような、無骨
ぶこつ

な

枯
か

れ木
き

までが花
はな

を咲
さ

くのですよ……。」といったことを、北風
きたかぜ

は思
おも

い

出
だ

した。それで、北風
きたかぜ

は、木
き

の枝
えだ

をさげすむように笑
わら

ったのでし

た。そして、北風
きたかぜ

は、うぐいすのいったことを、木
き

の枝
えだ

に語
かた

ったの

です。 

 木
き

の枝
えだ

は、うぐいすが、だれに対
たい

しても、いいかげんなことをい

うので、びっくりしました。 

「そんなことをいいましたか？ 私
わたし

をおじいさんのような無骨者
ぶこつもの

だ

と……、そして、自分
じぶん

を、野原
のはら

の女王
じょおう

だと……。」 

 木
き

の枝
えだ

は、そんなら、自分
じぶん

は、じっと寒
さむ

い風
かぜ

をも我慢
がまん

をして、い

つまでも花
はな

を咲
さ

かずにおいてやろうと思
おも

いました。そうしたら、ど

んなにこの野原
のはら

は寂
さび

しいかしれない。いつまでたったって、春
はる

がこ

ないにちがいない。そうしたら、うそつきのうぐいすはどうするつ

もりだろう……。 

「北風
きたかぜ

さん、私
わたし

は、我慢
がまん

をします。どうぞ、もっともっと強
つよ

く吹
ふ

い

て、雪
ゆき

を盛
さか

んに降
ふ

らしてください。」といいました。 

 北風
きたかぜ

は、それから、しきりに募
つの

りはじめました。 

 


